
 

令和 6年 11月 28日 記者会見資料 

保健福祉部 子ども家庭課 

 

（仮称）子育て支援総合センター整備の進捗状況について 

 

１ 整備方針 

当町の子育て施設については、老朽化により令和 4 年 3 月をもって「学校区児童館」が

閉館となり、また中郷保育所敷地内に開設されている「子育て支援センター」は、利用者の

増加とともに手狭となっていることから、「すくすく広場」などの事業を総合保健福祉会館

内のプレイルームを借用して実施している状況です。 

このような中、児童館や支援センターを利用する保護者は、他の子育て親子との繋がりや、

情報交換の場、さらには子育てについての悩みなどの相談の場を求めています。 

茨城県内の子どもの人口の状況をみると、14 歳以下の子どもが増加している自治体は、

つくば市、つくばみらい市、阿見町の 3 市町のみであり、荒川本郷地区では宅地分譲が進

み、今後ますます子育て世帯の転入等が見込める状況で、多様な環境の子育て世帯のニーズ

に対応する体制づくりが必要となっています。 

子育て世帯の交流の場となる施設として、また身近な相談機関として「こども家庭センタ

ー」と連携して一体的に支援するため、（仮称）「子育て支援総合センター」の建設を進めま

す。 

 

２ 基本的事項 

(ア) 基本条件 

① 用地  約 5,800 ㎡ 

阿見町阿見 4699-2 の一部 及び 4699-1 の一部 

（総合保健福祉会館 隣接地） 

② 建築の構造 

主要構造：鉄骨造（一部木造） 

③ 床面積（設備スペースを除く） 約 1,100 ㎡ 

 

(イ) 主な利用対象者 

児童（主に乳幼児）およびその保護者 

 

３ 全体のイメージと各ゾーンの構成 

(ア) 全体のイメージ（建物の外観等） 

 建物全体を大きな１枚の屋根が覆うデザインとし、子育て中の親子や地域の住



民の方々をやさしく包み込むイメージの外観とします。 

 北側の屋根を最も高くすることで、遠景から見たときも建物の顏となるように

計画します。 

 建物の出入口を南側にすることで、駐車場・ふれあいの路・さわやかセンター

どこからもアクセスしやすいようにします。 

(イ) 各ゾーンの構成 

施設整備の基本計画に基づき、各室に求める機能を元に、子育て支援ゾーン・地域

交流ゾーン・施設管理ゾーンの 3 つで構成します。 

① 子育て支援ゾーン 

アクティブスペース、はいはいスペース、ブロック遊びスペース、読書・学習ス

ペース、幼児用トイレ、託児スペース、おむつ替えスペース、授乳室、相談室、

多目的スペース 

② 地域交流ゾーン 

飲食・情報共有スペース、エントランスホール 

③ 施設管理ゾーン 

事務室、更衣室、洗濯スペース、給湯・休憩室、倉庫 

 

４ 整備スケジュール 

令和６年度 基本設計・実施設計 

令和７年度 ふれあいの路解体工事・新築建設工事 

令和８年度 （仮称）子育て支援総合センター開館 

 

 

問い合わせ先 

保健福祉部 子ども家庭課 

担当：湯原・鈴木（菜） 

電話：029-888-1111（内線 113） 



総合保健福祉会館

4699-2

【建物・園庭・駐車場】
4699-2 の一部
４６９９－１の一部

県立医療大学

4699-1

位置図



▼駐車場屋根範囲

30
0
0

3
0
00

2400

南の丘と連続する園庭を設けます

▼駐輪場

南の丘から駐車場への間は子どもが
飛び出しにく い外構計画とします

園庭と連続して使いやすい公園とします 雨天時でも使いやすい計画と します
建物に近い駐車場に屋根を設けて

支障がない舗装とします
駐車場からベビーカー等でも

屋外設備スペースは管理しやすく 、目立たない位置に計画します
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■単独利用しやすい多目的スペース

■受付カウンター

　館内の全方向に視線が通るよう

　建物中央部に計画

■託児スペース

　・事務室内の職員とも連携しやすい配置

  ・事務室からも見守り可能な間仕切りとする

■幼児トイレ・おむつ替えスペース・授乳室

　子育て遊具室と託児室のどちらからも利用し

やすい位置に計画

■読書・学習スぺース

　・小中学生に疎外感を与えず、

　　職員の見守りもしやすいよう

　　施設中央付近に配置

　・飲食スペースとは離した位置に計画

・中央に吊り下げ型のネット遊具

・バンクとスロープで構成される回遊部分

・バンク部分にはロープ・クライミング

■相談室

　・落ち着いた環境となるよう、遊具室から離れた位置に計画

  ・利用者の出入りに配慮して、奥まった出入り口とした

  ・電話相談の対応もあることから事務室近くに計画

■飲食・情報共有スペース
・間仕切りを腰壁＋ガラス窓とすることで、

　多目的スペース内の様子が分かるように
　した
・食事スペースの側に子育てに関する情報

■はいはいスペース

　・0歳専用の子育て遊具スペース

　・室内の仕上げはクッション性のあるものとする

　・平らな部分の他に、サークル上に窪んだエリアや、

　　はいはいしながら登れるちいさな勾配エリアを計画

■メインエントランス

　・一般利用者の施設への出入りは

　　一か所とし、入退管理しやすい計画

　・風除室付近にベビーカー置場を設置

■屋外倉庫

・園庭の遊具や掃除用具の収納に供する

・管理面に配慮して、園庭からも職員玄関か

らも近い位置とした

▽掲示用
　カウンター

ベンチ

・スロープ高さが低い範囲を腰壁で囲い、

　落ち着ける空間を計画。
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■事務室

  ・建物中央に配置し、

　　各室への迅速な対応に配慮

　・洗濯・ロッカー室等をまとめて計画

　・南面に大きく開口部を設けて採光通風を確保

　・出入口をエントランスホール及び管理ゾーン

　　の2ヵ所に設置

話題発信のスペースを確保

飲食・情報共有スペース
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■アクイティブスペース

  などの遊具を計画

はいはいスペース

アクティブスペース

平面図



 

 

イメージ図 

 


